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大東市地域防災計画 修正概要 

 

現行の大東市地域防災計画（以下、「市計画」という）が改定された平成 27 年 3 月以降、災害対策

基本法をはじめとする関連法令や、国の防災基本計画、大阪府地域防災計画の改定が行われてきた。

さらに、全国各地で地震や風水害等による大規模な被災に基づく教訓について、先に挙げた法令や

国・府計画の更新のほか、各種施策にも反映されており、こうした状況を市計画においても踏まえる

ことが求められる。 

市計画が踏まえなければならない現行計画以降の法令や国・府の計画・施策などを整理するととも

に、市計画の主な修正の概要を示す。 

表 大東市地域防災計画の現状の課題と主な改定内容 

項目 課題 改定方針 修正反映箇所 

関連法、 

上位計画等 

・現行の大東市地域防災計画は

平成 27 年 3 月に改定したも

のであるため、それ以降に改

定した防災基本計画、大阪府

地域防災計画等上位計画の内

容を十分に反映できていな

い。 

・災害対策基本法をはじめとし

た災害関連法、令和 3 年 5 月

に改定した防災基本計画及び

令和 3 年 3 月に改定した大阪

府地域防災計画の改定内容を

適切に反映する。 

・避難情報の変更（風水害応急

P26 第１章５節） 

・福祉避難所での対象者を特定

した受入れ（予防 P74 第

２章７節３．（１）） 

 

等 

災害対策本部

体制の反映 

・災害対策本部体制について最

新の内容を反映する必要があ

る。 

・組織改正を反映する。 

・市が導入を予定するシステム

についても追加する 

・地震応急 P1 第 1 章 1 節 

組織体制 

・地震応急 P16 第 1 章２節 

組織体制 等 導入予定の

「防災支援システム(仮称)」

について記載 

新型コロナウ

イルス感染症

対策 

・新型コロナウイルス感染症対

策に関連する内容が反映でき

ていない。 

・避難所の運営等において、新

型コロナウイルス感染症の発

生を踏まえ、感染症対策を反

映する。 

・予防 P75 第２章７節３．

（１） 

・共通応急 P4 第１章１節

３． 

・共通応急 P26 第２章４節

２．（３）オ 

・共通応急 P37 第２章６節

１． 

経年変化等の 

反映 

・人口等の時点修正や体制、最

新の防災設備等が反映されて

いない。 

・人口等の時点修正や、最新の

体制及び事務分掌の反映、防

災設備や現行計画以降に締結

した協定等を反映する。 

・総則 P3 第２章市域の概況 

 

計画の構成等 

・府計画の構成とは異なる。 

・現行の市計画はどこに何が記

載しているか参照しづらい。 

・府計画にあって町にない章・

節がある。 

【計画体裁】 

・市計画は基本的に現行の構成

を踏襲するが、章ごとに目次

構成・担当課表示により参照

しやすい計画とする。 

 

 

・予防、応急、復旧復興へ章別

の目次を作成し、担当課を記

載 

・地震応急、風水害応急で内容

が重複していた箇所を、共通

応急編として整理 

【新規追加等】 

①市にない章・節のうち、市に

関連する以下の節を新たに追

加する。 

・付編３：南海トラフ沿いで

異常な現象が観測された場

合の当面の対応について 

②原子力災害に関する記載につ

 

①付編２ 南海トラフ地震防災

対策推進計画 の追加 

②応急第２編 事故等災害応急

対策 P15「５．放射線災害

応急対策」、P17「６．原子力

災害応急対策」へ記載の追加 

③共通応急 P40  ２章６節
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項目 課題 改定方針 修正反映箇所 

いて、府計画を参考にわかり

やすい内容で追加する。 

③愛玩動物の同行避難について

記載 

「５．動物保護などの実施」

へ記載 

 


